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■第７回全国こども科学映像祭開催される
　 　平成21年１月11日（日）、日本科学未来館において、全国こ
ども科学映像祭が、児童、生徒、先生や保護者などの受賞者や
審査委員、関係者の100名近い参加者のもと行われた。映像祭
の主となるこども科学映像コンクールの表彰式に先立ち、文部
科学大臣賞に輝いた小学生部門の「九頭竜川のサクラマスよ、
永遠に。」と中学生部門「古代森の生きた化石」の２作品が上映
され、表彰式に続いて、牟田俊大氏による講演会も行われた。

◉ニュースクリップ＆映像教材

NEWS CLIP &
 AV MATERIAL
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■ 平成20年度文部科学省委託「デジタルテレビ
等を活用した先端的教育・学習に関する調査研究」
成果報告会
　（財）日本視聴覚教育協会では、デジタルテレビ
の効果的な活用に関する実践研究の報告会を下記
の通り、開催する。
〈日時〉　平成21年３月10日（火）13：30～17：30
〈場所〉　文部科学省（東京都千代田区霞が関
3-2-2）
〈対象〉　小・中・高等学校・大学教職員、教育委
員会、放送局、視聴覚機器提供企業等。
　定員90名。定員になり次第締め切りとなるた
め、参加希望の方は問い合わせを。
〈内容〉　デジタルテレビの効果的な活用に関する
実践研究成果報告・事業報告「モデル事業を総括
して」企画委員会主査生田孝至氏（新潟大学副学
長）、授業実践（実践例の紹介）「デジタルテレビ
を活用した授業」、モデル事業成果発表、評価研
究報告

協会情報
〈問い合わせ先〉　（財）日本視聴覚教育協会
TEL03-3591-2186

■ 文化庁「子どもの映画鑑賞普及事業」
　文化庁では、子どもたちに、映画館等における
鑑賞機会を提供し、子どもたちに映画に対する興
味を持たせ、映画を愛する心を育てることにより、
我が国の映画芸術の振興に資することを目的に、
本事業を行う。
〈対象となる事業〉　小・中学生を対象とし、我が
国の優れた映画（日本映画）作品の内から、本事
業にふさわしい作品を選び、入場無料で上映する
事業。
〈対象経費〉　文化庁負担額の上限は、１事業あた
り40万円。 作品借料、上映費用、作品輸送費等。
詳細は、http://www.bunka.go.jp/geijutsu_bunka/
chiikibunka/shinkou/sisaku/kodomo/index.html
参照。
〈計画提出期限〉 平成21年２月９日（月）文化庁
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必着。なお、上記の提出期限は、都道府県教育委
員会（または知事部局）を経由して申請書が文化
庁へ到着する期限。
〈問い合わせ先〉 〒100-8959東京都千代田区霞が
関3-2-2　文化庁文化部芸術文化課文化活動振興
室活動奨励係
TEL03-5253-4111（代表）内線2832
MAIL sinkou@bunka.go.jp

■ 平成20年度「第12回 文化庁メディア芸術祭
受賞作品展」
　文化庁メディア芸術祭実行委員会（文化庁、国
立新美術館、CG-ART協会）主催による標記芸術
祭において、新しい表現方法や優れた芸術的表現
などによる創造性あふれるメディア芸術作品を募
集し、以下のように各部門の大賞を決定し（敬称
略）、併せて受賞作品展を開催する。
○アート部門「Oups!」Marcio AMBROSIO（ブ
ラジル）○エンターテインメント部門「TENORI-
ON」開発チーム代表　西堀佑○アニメーション
部門「つみきのいえ」加藤久仁生○マンガ部門「ピ
アノの森」一色まこと。ほか、優秀賞など下記ア
ドレス（http://plaza.bunka.go.jp/festival/2008/
winner.php）を参照のこと。
　なお、受賞作品展の会期・会場は次の通り。
〈会期〉　平成21年２月４日（水）～２月15日（日）
※２月10日（火）休館
〈会場〉　国立新美術館（東京都港区六本木7-22-
2）。入場無料
〈問い合わせ先〉　文化庁メディア芸術祭事務局
CG-ARTS協会内
TEL0120-454536（フリーダイヤル）

■ A＆Vフェスタ2009
　（社）日本オーディオ協会 では、標記展示会を
開催する。詳細は、以下の通り。
〈会期〉　平成21年２月21日（土）～23日（月）
10：00～18：00（23日（月）のみ17：00終了）
〈会場〉 パシフィコ横浜 （横浜国際平和会議場）・
カンファレンスセンター（横浜市西区みなとみら
い1-1-1 ）
〈内容〉　製品展示／ファミリーシアター／「スピ
ーカー工作教室」をはじめとする親子工作教室／
「自作オーディオ自慢大会」など。入場は無料。
web事前登録（www.avfesta.com/avf09/raijo/regist.
html）または当日会場にて登録を。
〈問い合わせ先〉　A＆Vフェスタ事務局

TEL03-3546-1206　MAIL upo-net@nime.ac.jp

■ 東京都小学校視聴覚教育研究会「第３回公開
授業研究会」
　東京都小学校視聴覚教育研究会では、「意欲を
高め、確かな学力を育成する視聴覚教育の創造」
を主題に、標記研究報告を行う。
〈日時〉　平成21年２月６日（金）14：35～17：00
〈場所〉　東京都台東区立根岸小学校（東京都台東
区根岸3-9-8）
〈内容〉　研究授業「小学校４年生総合的な学習の
時間『ちょ作権って　なんだろう？』」、研究報告
会
〈問い合わせ先〉　東京都小学校視聴覚教育研究会
MAIL mail＠teav.cside.com

■「第４回世界教師の日」「第12回ユネスコ
APEID国際会議」（The 4th World Teachers’
Day in Thailand and The 12th UNESCO-
APEID International Conference）開催案内
　ユネスコ・アジア太平洋地域教育局（UNESCO 
Bangkok）主催により、「教授と学習のための質
の高い革新」をテーマに、標記国際会議が、下記
の通り、開催される。
〈日時〉　2009年３月24日（火）～26日（木）
〈場所〉　インパクト エキジビジョンセンター（タ
イ国バンコク市）
〈内容〉　基調講演（シェルドン・シェファー氏　
UNESCO Bangkok所長）、研究発表（「ESDのた
めの教師教育」「ESDのための教授学」「教育に
おけるICT活用」「特別支援教育と社会的格差是
正」「青少年の健全な育成」「教育における芸術と
文化」「小規模学校における無学年教育の運営」「効
果的な教授のための質保証」「就学前教育」
等）口頭、ポスター）、展示会等。なお、詳細に
ついては、http://www.unescobkk.org/education/
education-units/apeid/apeid-international-
conference/apeidconf08/を参照のこと。
〈問い合わせ先〉　東京学芸大学篠原研究室
TEL042-329-7344
MAIL shinohar@u-gakugei.ac.jp

研究会情報

各地の情報
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■ 40回　７日「メールより乾杯！―本当の地ビ
ールが伝えるもの―」
 （IBC岩手放送）

■41回　14日「大将のホースセラピー」
 （IBC岩手放送）

■42回　21日「150秒　笑顔の真剣勝負」
 （大分放送）

　各機関で行われているさまざまな取り組みが視
聴できます。
　今月の主な新着コンテンツは、下記の通り
（http://www.elnet.go.jp）。
［各機関の取り組みから］
〈6ch イベント・事業案内〉
○ 日本管楽合奏コンテスト（日本管打・吹奏楽学
会）
○親子サイエンス教室（福島県教育センター）
［新着コンテンツ］
〈3ch こどもコンテンツ〉
○「おはなし玉手箱」
○ 「小さな生態系 ボトルアクアリウムを作って育
てよう！」
○「渋谷のまちから発信！　都会の中の古代遺跡」
○「通学キャンプ」
（（独）国立青少年教育振興機構制作）

※放送曜日・時間は地域によって異なります。
〈放送についての問い合わせ〉
（財）民間放送教育協会　TEL03-6406-2171

発 見 ！ 人 間 力

中学生日記

放送番組・web配信

エ ル ・ネ ッ ト

■12月選定　紙紙しばい／ビビデオ／ D DVD
「うごくえほん チルビーvol.6　ココロがほっこ
りの巻」D 36分〈幼稚園／幼児、教養〉（株）モ
ーニング
「うごくえほん チルビーvol.7　パパ、かっこい
いの巻」D 60分〈幼稚園／幼児、教養〉（株）モ
ーニング
「うごくえほん チルビーvol.9　ずっと『名作』
の巻」D 63分〈幼稚園／幼児、教養〉（株）モーニ
ング
「おおきくなったかな」紙８枚〈幼稚園／幼児、
教養〉（株）童心社
「ねずみくんのきもち」ビ 12分〈幼稚園・小学校
（低学年）、道徳・特別活動／幼児、教養・情操（童
話・寓話）〉東映（株）
「安全指導DVD　調理編」D 31分〈小学校（高
学年）、家庭〉開隆堂出版（株）
「水の都市　東京」D ９分〈小学校（高学年）・
中学校・高等学校、総合的な学習の時間／少年・
青年・成人、地域社会生活（自然保護・地域開発）〉
（株）モンタージュ
「映像教材DVD　チャレンジ富士登山」D 15分
〈少年・青年、生涯学習施設・方法（生涯学習施設）〉
国立中央青少年交流の家
「LITTLE CHALLENGERS　小さな挑戦者たち」
D 94分〈少年・青年・成人、教養〉（株）桜映画
社
「自転車も車両です～交通安全への意識改革～」
ビ 21分〈少年・青年・成人、地域社会生活（交
通安全・防犯）〉（有）斉藤プロダクション
「シネリテラシー　映画をつくる子どもたち＝オ
ーストラリアの挑戦＝」D 60分〈青年・成人、
生涯学習施設・方法（学習の方法）〉市民グルー
プ地球家族の会

文部科学省選定作品
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※都合により番組内容が変更となる場合があります。

■７日「パンドラマット（後編）」

■14日「バレンタインデーの放課後」

■21日「真夜中の中２たち」

■28日「非公開・ドッキリくらぶ」

　　（土）19：15～19：44／ＮＨＫ教育
翌週（土）14：00～14：29／再放送　ＮＨＫ教育


